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第２章 自然的特性

第１節 地形地質

１ 地形

①大野川流域の地形概観

大野川は大分県最大の河川で、くじゅう連山の南麓から阿蘇外輪山の東側一帯、祖母傾山系の

北側を水源とし、延長は 107 ㎞、流域面積は約 1,465 ㎢に達する。行政的には大分県豊後大野市

のほぼ全域と竹田市の大部分、臼杵市の野津町が流域に含まれるほか、熊本県の産山村全域と阿

蘇市および高森町の一部、宮崎県高千穂町の一部が流域に含まれる。

流域の地形を概観すると、北側に連なる標高 700ｍ級の大野山地と、南側に聳える標高 1,500

ｍ以上の祖母・傾山系に挟まれて、標高 100～300ｍの台地状の丘陵が広がり、その丘陵を縫うよ

うに蛇行しながら、大野川が西から東に流れている（図 1）。丘陵の頂面には「原（はる）」と呼

ばれる平坦面が広がっており、その高度は東から西に向かって徐々に上昇し、西側に位置する阿

蘇外輪山に連続する。標高は、豊後大野市犬飼付近で約 120ｍ、沈堕の滝付近で約 200ｍ、竹田市

片ヶ瀬付近で約 330ｍであり、竹田市荻町付近では 500ｍを超える。この平坦面こそ、後述する約

9万年前の阿蘇火山の巨大噴火による火砕流（阿蘇４火砕流）の堆積面であり、大野川流域の地

形を特徴づけるものである。

大野川とその支流はこの火砕流堆積物を侵食し、深い谷を形成した。谷壁には火砕流堆積物が

冷えて固結した溶結凝灰岩の柱状節理が露出し、しばしばほぼ垂直な絶壁となっている。そのた

め、一般に谷底平野は狭く、流域全体としても平野面積の割合は低い。また段丘面の発達も乏し

く、典型的な河岸段丘は沈堕の滝より下流の大野川本流沿いに見られるのみである。

図 1 大野川流域の地形と主な河川（国土地理院地理院タイルを使用）
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②緒方盆地とその周辺の地形

緒方盆地は、大野川の支流である緒方川に沿って、やや蛇行するように開けた東西約 5㎞、南

北約 1㎞の盆地状の地形である。盆地底はⅠ面からⅢ面の上下 3段の段丘面に区分できる（図 2）。

Ⅰ面は、緒方川の北側のみに分布し、面の標高は 175～180ｍ、Ⅱ面からの比高は約 10ｍである。

Ⅱ面は盆地底の西部に広く分布し、面の標高は 165～175ｍ、Ⅲ面からの比高は約 5ｍである。Ⅲ

面は盆地底の東部に広く分布し、面の標高は 140～160ｍである。盆地内を流れる緒方川はこれら

の段丘面を開析して東流しており、北から黒土甲川および軸丸川、南から清田川および知田川が

合流している。緒方川は上流に行くにしたがって段丘面を深く開析し、深い箱状の谷を形成する

が、原尻の滝の上流では段丘面との比高がほぼなくなる。

盆地の周辺には標高 200～300ｍの丘陵地帯が広がっており、盆地のすぐ北側には大野川本流が

流れている。両河川の距離は最短でわずか 900ｍ程度で、分水界の標高は約 180ｍしかない。大野

川の河床高度は緒方川より 10ｍ程度低く、大野川からは小規模な支谷が延びていることから、こ

の支谷が盆地底に達すると、緒方川が大野川に争奪されることになる。

軸丸地区は緒方盆地の北西部、大野川と緒方川に挟まれた丘陵部に位置し、緒方川支流の軸丸

川とその支流によって開析されている。丘陵の頂部の標高はほぼ 250～300ｍで一定しているが、

大野川流域の他の丘陵部でよく見られるような平坦面（いわゆる「原」地形）は見られず、浅く

細かい枝谷が発達している。一方、大野川側の斜面は急斜面となり、斜面には短く急傾斜の谷が

発達する。

２ 地質

①大野川流域の地質

図 3に大野川流域の地質図を示す。この地域の地質を概観すると、中生代以前に形成された堆

積岩・変成岩等からなる基盤岩の上を、新生代新第三紀および第四紀の火山岩類が覆っていると

図 2 緒方川沿いの段丘面区分図（国土地理院地理院タイルを使用）
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いうことができる。基盤岩は、火山岩類に覆われて断片的にしか露出していないため、その分布

と相互関係を把握するのが困難であるが、概略は以下のとおりとなる。まず南部の山地一帯の基

盤岩としては、付加体である秩父帯および四万十帯の堆積岩類が広く分布する。これらはプレー

トの運動により太平洋の海底堆積物が日本列島に移動し付加されたものである。北側の大野山地

の西部には、中生代白亜紀に変成作用を受けた朝地変成岩類や花崗岩類が分布する。また、大野

川中流域沿いから大野山地の東部にかけての範囲には、白亜紀後期の海成堆積物である大野川層

群が広く分布している。大野川層群は礫岩、砂岩、泥岩などの堆積岩からなり、全体として大野

川付近に向斜軸を持つ複向斜構造をなしている。

基盤岩を被覆する火山岩類としては、南部の祖母・傾山系を中心に新第三紀中新世の祖母山火

山岩類が分布する。祖母山火山岩類は、宮崎県の大崩山を含めた範囲に広がる祖母・傾・大崩コ

ールドロンの一部をなす火山岩類で、流紋岩ないし安山岩質の溶岩および凝灰岩からなる。北西

部の山地から大野川中流域の低地にかけては、大野火山岩類と総称される同じく新第三紀中新世

の火山岩類が点在する。これらは流紋岩質ないし安山岩質の溶岩や溶結凝灰岩などからなるが、

それぞれの給源の火山の場所や、溶岩や火砕流の流れた方向、全体の分布などは不明である。

②阿蘇火砕流の分布と地質

緒方盆地の西方約 35 ㎞に位置する阿蘇火山は、約 27 万年前、約 14万年前、約 12万年前、約

9万年前と、過去 4回の巨大噴火を発生させ、その都度、周辺に大規模な火砕流を供給した。特

に約 12万年前の 3回目の火砕流（阿蘇３火砕流）と、約 9万年前の 4回目の火砕流（阿蘇４火砕

流）は、大野川流域を広く覆い、下流の大分平野まで到達した。阿蘇３火砕流が大野川流域に広

く堆積した後、阿蘇４火砕流は阿蘇３火砕流堆積物にできた谷を埋め、さらに下流の広範囲を広

がった。阿蘇４火砕流は大野川およびその支流の谷を埋め、厚い場所では 100ｍ程度の厚さで堆

積した。火砕流が厚く堆積した場所では、堆積物は強く溶結し、軽石が扁平なレンズ状の黒曜石

となるとともに、垂直な柱状節理が発達している。堆積物の上部や堆積物が薄い場所では、直径

10～30 ㎝の軽石を多く含む弱溶結の凝灰岩で、加工はしやすいが容易に崩れるという特性がある。

図 3 大野川流域の地質図（産業技術総合研究所シームレス地質図（基本版）を使用）
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③地質と地形の関係

これまで述べてきた基盤岩の地質と阿蘇火砕流の分布は、この地域の地形と密接に関係してい

る。大野川および緒方川に沿う谷では、阿蘇火砕流（とくに阿蘇４火砕流）が厚く堆積し、柱状

節理の発達した強溶結凝灰岩となった。大野川の流れはこの強溶結凝灰岩をも侵食し、河床には

基盤岩の大野川層群を露出させているが、両岸には強溶結凝灰岩の岩壁を残している。したがっ

て、大野川の両岸には側方侵食は進まず、箱状の深い谷となった。これに対し、緒方川は強溶結

部を侵食できず、強溶結部の上面で蛇行して側方に侵食し、幅広い段丘面を形成した。その後完

新世に入り、河川の侵食基準面が低下したことにより、盆地内で強溶結部が下方侵食を受け、そ

の上流端に滝が形成された。これが今日の原尻の滝となっている。

軸丸地区では、地区の南西部と北部において、風化した大野川層群の砂岩および泥岩が丘陵頂

部まで分布し、それを不整合関係で覆うように非溶結ないし弱溶結の阿蘇４火砕流（一部阿蘇 3
火砕流）堆積物が広がっている（図 4）。これらの火砕流堆積物は、周辺の谷を埋めた部分と比較

して厚さが薄く、溶結度も低いため、谷頭侵食により細かく枝分かれした谷が形成されやすいと

考えられる。これに対し、地域北側を蛇行して流れる大野川沿いでは、阿蘇４火砕流堆積物は強

く溶結しているため、河谷からの側方侵食は受けにくい。そのため、地域内部では侵食基準面が

比較的高い位置にでき、棚田に適した浅く広い谷が形成されたと考えられる。

図 4 軸丸地区の模式地質断面図

蛇行する大野川の間を結ぶほぼ東西方向の断面を想定した。軸丸棚田の太緑線は耕作土を示す。
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第２節 気候・気象

１ 概説

大分県の気候区分と緒方盆地

緒方盆地は豊後大野市の南西部に位置し、緒方町の南部方面には祖母山（標高 1,756ｍ）・傾山

（標高 1,605ｍ）などの山並みが宮崎県との境界を成している。急峻な祖母傾山系から北東に大

地をたどると地形が徐々に傾斜し、緒方盆地に

到ると標高が 200～150ｍ前後となる。緒方町域

の北側には大野川が流れ、豊後大野市朝地町・

大野町との境界となっている。

緒方盆地周辺の気候については、『緒方町誌

総論編』（戸次忠士、平成 13年）に詳しく記述

されている。以下、緒方盆地の特徴に関して要

点を引用する。

大分県の気候区分は、①瀬戸内型Ⅰ、②瀬戸

内型Ⅱ、③太平洋沿岸型、④九州山地型に分け

られる（図 1:川西博、平成 6年）。気候区は図 1のようにＡＢの線とＣＤの線によって 4区分さ

れ、線ＡＢは年間降水量が 1,800 ㎜の線とほぼ一致する（図 2参照）。この線の北東側は降水量が

少ない瀬戸内型で、南西側は降水量が多い非瀬戸内型になる。線ＣＤは、大分空港付近から竹田

市付近にかけて引かれ、ひと月の降水日数が 6日で、日照時間が 100 日の線とほぼ一致する。線

ＣＤの北西側では冬にしぐれ模様の日が多く、日本海沿岸型の性格が強いが、南東側では天気が

よく太平洋沿岸型の性格を持つ。降水量では、線ＣＤの北西側は梅雨の時期に雨が多く、台風期

には比較的雨が少ないが、南東側は台風期の雨が梅雨期に匹敵するほど多い。このように 4区域

に分けられるものの、この線によって明確に気候が変化するものではなく、境界線にはかなりの

写真 1 緒方盆地

図１ 大分県の気象区分（川西、平成 6年）

（『緒方町誌』より引用、一部着色）

図 2 年平均降水分布図（黒○が緒方盆地）

（大分地方気象台ホームページより）
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幅がある。緒方盆地は、この 4つの気候区のうち、②③④の遷移域にあり、朝と日中の温度差が

大きく、内陸的である。

２ 気温

緒方盆地の気温

図 3は、緒方町域の地形及び気象観測地点で、平成 10年から平成 11年にかけて気温と降水量

を観測し作成されたものである（戸次、平成 13年）。馬場・小宛・徳田・小原・尾平・尾平越え

で気温の観測が実施され、馬場・徳田では降水量も観測された。図 4は、図 3の標高をわかりや

すくするため、今回作成したものである。『緒方町誌』には、図 3の各地点の平成 10年 8月～平

成 11 年 7 月までの「気温の月平均値」（日最高気温、日最低気温）が記載されているが、ここで

は、緒方町馬場（緒方盆地中心部）・小原・尾平・尾平越え・竹田の数値を引用し、緒方盆地の特

徴を示す。

表１は、5地点で観測した毎日の気温の月ごとの平均値で、いずれの地点も 1年間の観測結果

である（『緒方町誌 総論編』 戸次、平成 13年）。参考までに令和元年度の地域気象観測所（ア

メダス：竹田）の観測データを追記した。年最高気温の平均値は、平成 10～11 年と令和元～2年

を比較すると、1℃近い差があるが、年最低気温の平均値ではほとんど差がない。

表 1の(1)日最高気温と(2)日最低気温をグラフにしたものが図 5と図 6である。図 5を見ると、

緒方盆地を他の観測点と比較すると、標高が低いだけあって平均最高気温が一番高い。標高が約

1,000ｍある尾平越えと比較すると年平均は 4.6℃の差がある。一方、図 6を見ると各地点とも大

きな差異はないように見えるが、1月～2月の最低気温で面白い結果が出ている。なんと緒方盆地

の最低気温（月平均）が、標高が約 1,000ｍもある尾平越えよりも低いのである。これはいかな

る理由によるのであろうか。図 7は、平成 10 年 11 月 23 日～24 日の気温の観測結果である（『緒

方町誌 総論編』 戸次、平成 13 年）。以下、戸次の報告を要約して引用する。なお図表番号は、

要約にあたって付け直したものである。

図 3 地形及び気象観測地点

（『緒方町誌』（戸次、H13）より引用）

図 4 緒方町域の標高断面模式図
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図 7(ｲ)によると、標高の低い緒方町馬場は、日中気温は小原や小宛と大差がないが、夜から明

方にかけて馬場は気温が他よりも

低くなる。図 7(ﾛ)では、馬場と尾

平（標高 600ｍ）・尾平越え（標高

1,000ｍ）の比較を行っているが、

日中は標高の高い尾平方面が気温

が低いが、夜間では尾平方面が馬

場よりも気温が高くなっている。

この理由は、『夜間山地で冷やされ

た空気が低地にたまり「冷気湖」

図5 気温の月平均値（日最高気温：℃）

（平成 10 年 8月～平成 11 年 7月）

℃

図6 気温の月平均値（日最低気温：℃）

（平成 10 年 8月～平成 11 年 7月）

℃

図 7 緒方地域の気温日変化（平成 10 年 11 月 23 日～24 日）

（『緒方町誌』（戸次、H13））

表１ 気温の月平均値（日最高気温：℃）（平成 10 年 8月～平成 11 年 7月）

（『緒方町誌』（戸次、H13）より引用、一部加筆）
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をつくり（緒方盆地）、その上に温かい空気が押し上げられた「温暖帯」（尾平方面）になってい

るからである』（戸次、平成 13年）。

図 8(2)は、平成 9年 11月 3日の午前 1時頃の観測結果である（『緒方町誌 総論編』戸次、平

成 13 年）。これは、緒方盆地から尾平越え方向へ標高が上がるにつれ、気温がどのように変化す

るのかを示したものである。これは、緒方盆地から標高が高い尾平方面へ移動した際に、何ヵ所

かある温暖帯の存在を示したものである。温暖帯・地形・気温の関係を以下、要約して引用する。

気温は、標高が上がるにつれて一定の割合で低下

するが、よく晴れて風が弱く空気が混りにくい日に

は、冷たい空気は低地へたまり、温かい空気は丘陵

地へと集まる傾向がある。細かな地形が気温の分布

に大きく影響する。図 8は、平成 9年 11月 3日午前

1時頃の観測結果である。標高が 150ｍ程度の緒方盆

地では気温が 2℃前後で、標高が 250ｍの赤川トンネ

ル北側では気温が 3℃を超えるが、南側では 1.5℃に

下がる。更に標高が高い標高 350ｍの峠では 6.5℃に

達する。標高が 600ｍの尾平では、気温は 2.5℃に下

がるが、緒方盆地よりも高い。ここから尾平越えト

ンネルまで急激に標高が上がるが（図 8(3)）、気温

は標高 700ｍの地点で 7℃に達する。これは、緒方町

馬場（緒方盆地）から尾平越えまでの間に温暖帯が

何段かあることを示している。このような温暖帯は、

竹田市に向かう大久保付近、徳田に向かう馬背畑付

近、朝地に向かう県道 46号の峠付近において、緒方平野よりも 2℃から 4℃高い値が観測されて

いる。これらは「姥社や赤川トンネルを過ぎると急に気温の違いを肌で感じる」という言葉と符

合する。

図 9は桜の開花状況である。桜の開花状況は、その地域の気象の様子を知る方法の一つである。

一般に桜の開花は標高が高いほど遅くなる傾向がある

が、標高の低い緒方平野や赤川トンネル南の下冬原入

口バス停付近の桜が、一から三分咲きなのに対し、軸

丸南の峠や大久保馬背畑、谷門から小原にかけて比較

的高い所で五分から九分咲きと開花が進んでいること

が注目される。開花日を決定する要素は複雑であるが、

緒方町の場合先に述べた温暖帯と開花の早い地域との

関連性が考えられる。

以上をまとめると、緒方平野では昼と夜、夏と冬で

気温の較差が大きく内陸的である。気温は標高に伴っ

て低下するが、よく晴れた夜には山の中腹の方が暖か

いこともある。

図 8 緒方町馬場～尾平越の気温分布

（『緒方町誌』（戸次、H13）より引用）

図9 桜の開花状況（平成10年 3月 29日）

（『緒方町誌』（戸次、H13）より引用）








